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著者は第2次世界大戦中,フランスの抵抗運動に参

加 し,現在はHarvard大学教授として,インドシナ

地域の国際政治を専攻 している｡本書のほか,Street

withontjoy:ⅠnsurgencyinIndochina,1946-1963

を著 している｡

本書は3つの部分に分れており,第 1部は南北ヴェ

トナムの背景を歴史的に素描している｡すなわちフラ

ンスの植民地時代から, Lj本Jj王による占領をへて,ヴ

ェ トナム独立戦争がはじまるまでが75貢の巾に要領よ

くのべてある｡

第 2部は北ヴェトナムを取 りあっかい,6. ホ- ･

チ- ･ミンの拾乱 7. デ ィエン･ビエン･フーへの

逮,8.兵営国家,および 9.｢社会圭義-の途｣の4

章約 120貢 か らなっている｡著者は最近北ヴェトナム

を訪問し,非共産主義者の欧米人としてほ,恐 らくは

じめてホ- ･チ- ･ミンにも会っているので,北ヴェ

トナムの最高指導者と政治情勢についての著者の記述

と評価とは,きわめて高い価値を持 っていると思う｡

しかし,何といっても,本書の中で,一番重要な部

分は,南ヴェトナムをあつかった第 3部であろう｡第

3部は量的にも200頁 に近 く,質的にも,もっとも精

彩に富んでいる｡ 中でも, 特にす ぐれているのは,

｢姫乱一神話と事実｣と遺 した第16章である｡ここで

若者は,革命的ゲ リラ戦争の場合に,ジャングル戦争

とゲ リラ戦争とを混同して住民の動向が勝敗を決する

鎚であることをややもすると忘れがちなアメリカの支

配的な見解をきび しく批判 している｡ 革命的ゲ リラ

戦争では,毛沢東がた くみに表現 したように,ゲ リラ

は魚であり,ゲ リラを支持する住民は水である｡水が

洞れれば,魚は死にたえるが,水がゆたかになれば,

魚は勢力を増す｡アメリカの軍部 も国務省 も,商ヴェ

トナムのゲ リラ戦争が,政治執争であり,非命戦守1･で

あることを理解できずに,ヴェトナム国民から嫌われ

ているゴ- ･デ ィン ･デ ィエム政柾を三円 号Jで支え

ようとして,大変な失敗を犯 した｡著者はこの点を,

フィリピンでフク (-ク)団がマグサイサイ大統領の

慈故によりみごと討伐されたことや,マラヤの共庄ゲ

リラが,現地住民の支持を失 って潰滅 したことなどと

比較 して明快に分析 しているO なお巻末のi'/i料もきわ

めて有益である｡ (猶木正道)
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